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お知らせ

公共機関等の電話番号はお知らせの

最終ページに掲載しています。

　７月２１日と１０月１３日、国道１２５号を中心に「美
浦村民草刈ボランティア」による道路の草刈清掃
および美化活動が行われました。
　７月２１日には５３名、１０月１３日には４６名のボラン
ティアの方が参加し、通学者・歩行者の安全、環
境の美化が図られました。
　参加された皆さん、ありがとうございました。

　

１０
月
３１
日
、
美
浦
村
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
住
民

接
種
模
擬
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
美
浦
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
に
基
づ
い
た

取
り
組
み
で
、
住
民
接
種
実
動
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
事
態
宣

言
発
令
時
の
円
滑
な
体
制
構
築
に
備
え

る
こ
と
、
ま
た
住
民
接
種
の
具
体
的
方

策
の
検
討
を
通
し
て
庁
内
全
体
の
連
携

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

訓
練
は
村
職
員
が
住
民
役
と
な
っ
て

行
わ
れ
、
接
種
会
場
の
設
営
に
関
す
る

こ
と
や
、
各
業
務
内
容
と
必
要
物
品
の

確
認
、
被
接
種
者
１
人
当
た
り
の
所
要

時
間
な
ど
の
検
証
を
し
ま
し
た
。

【大会名】第６４回村長杯争奪野球大会
【期　日】１０月２０日
【会　場】光と風の丘公園球場
【結　果】優勝　シャネルズ
　　　　　準優勝　Ｍ・Ｓ・Ｒ

　　　　　ＭＶＰ　糸賀大樹選手（シャネルズ）
　　　　　敢闘賞　浅野尚之選手（Ｍ・Ｓ・Ｒ）
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１０
月

に
お
い

接
種
模

こ
れ

ン
ザ
等

取
り
組

実
施
す

言
発
令

る
こ
と

策
の
検

強
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を

す
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全、環

した。

す
訓
練

行
わ

こ
と

確
認
、

時
間
な

　　　
　 　

　

１１
月
１０
日
、
大
山
東
部
区
の
「
東
京
医
科

歯
科
大
学
霞
ヶ
浦
分
院
跡
地
（
旧
鹿
島
海
軍

航
空
隊
基
地
）」の
一
般
開
放
お
よ
び
内
覧
会

が
行
わ
れ
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
当
施
設
の

開
放
に
村
内
外
か
ら
多
数
の
方
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

当
施
設
は
、
戦
時
中
に
鹿
島
海
軍
航
空
隊

基
地
と
し
て
建
設
さ
れ
、
水
上
機
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
養
成
機
関
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
戦
後
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
が
附
属
病

院
の
分
院
と
し
て
平
成
９
年
ま
で
使
用
し
た

の
ち
は
、
国
の
所
管
を
経
て
平
成
２８
年
に
村

が
取
得
し
ま
し
た
。
今
回
の
一
般
開
放
お
よ

び
内
覧
会
は
今
後
の
当
施
設
の
活
用
方
法
を

検
討
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
翌
１１

日
に
は
有
識
者
等
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
覧
会
は
、
一
般
開
放
で
は
立
ち
入
り
禁

止
に
設
定
さ
れ
て
い
た
旧
病
院
建
物
の
内
部

に
も
説
明
ガ
イ
ド
付
き
で
立
ち
入
れ
る
と
あ

っ
て
、
関
心
が
高
い
方
が
多
く
参
加
し
、
熱

心
に
質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

美浦村民
　草刈ボランティア開催
美浦村民
　草刈ボランティア開催

住
民
接
種

　

模
擬
訓
練
を
実
施

住
民
接
種

　

模
擬
訓
練
を
実
施

村長杯野球大会結果村長杯野球大会結果

旧
鹿
島
海
軍
航
空
隊
基
地

　

一
般
開
放
お
よ
び
内
覧
会
を
開
催
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め
く
る
暦
も
い
つ
し
か
秋
に
今
朝
は
「
新
米
」
艶
を
食
う　
　
　
　

山
﨑
笑
子

め
ぐ
る
季
節
の
彩
り
ま
と
い
化
粧
あ
で
や
か
つ
く
ば
山　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

め
ざ
し
肴
に
い
つ
も
の
酒
を
元
気
百
ま
で
つ
つ
が
な
く　
　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

女
男
筑
波
が
色
ず
く
こ
ろ
に
下
界
西
風
つ
る
し
柿　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

目
指
す
山
頂
勇
ん
で
登
り
ゃ
景
色
抜
群
筑
波
山　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

目
に
は
涙
を
一
ぱ
い
浮
か
べ
喧
嘩
し
た
孫
土
ま
み
れ　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

目
指
せ
長
寿
と
言
わ
れ
て
み
て
も
元
気
ど
こ
ま
で
続
く
や
ら　
　

小
池
き
よ
し

夫
婦
旅
行
で
出
で
湯
に
つ
か
り
烟
る
湯
気
か
ら
蔦
紅
葉　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

目
指
す
優
勝
勢
い
テ
ニ
ス
撃
破
な
お
み
が
つ
か
み
と
る　
　
　
　

小
薗
江
久
美

目
指
す
平
和
の
祈
り
は
遠
く
煙
に
巻
く
北
鮮
爪
を
研
ぐ　
　
　
　
　

田
島
草
実

面
と
向
か
い
じ
ゃ
言
え
な
い
け
れ
ど
元
気
つ
な
い
で
対
の
日
　々
　

増
尾
青
蓮

め
が
ね
ち
が
い
は
今
さ
ら
同
じ
け
じ
め
つ
け
て
る
角
か
く
し　
　
　

関
根
秀
子

メ
ガ
ネ
失
く
せ
ば
何
時
も
の
事
と
ケ
チ
ョ
ン
ケ
チ
ョ
ン
に
妻
威
張
る　

長
谷
川
悦
子

夫
婦
別
れ
ず
い
つ
で
も
好
き
な
芸
を
貫
き
露
と
消
え　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

愛
で
た
米
寿
の
祝
い
の
席
は
稽
古
披
露
で
続
く
宴　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

め
げ
る
こ
と
な
く
頂
き
目
指
し
稽
古
励
ん
で
強
く
な
れ　
　
　
　

武
田
か
ず
お

め
げ
ず
く
さ
ら
ず
何
時
で
も
笑
顔
元
気
印
の
妻
が
好
き　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

目
立
つ
大
阪
勢
い
増
し
て
結
果
優
勝
掴
み
取
る　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
幸
子

紅
葉
を
溶
か
し
轟
く
谷
の
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

吾
亦
紅
た
ず
ね
て
歩
む
杖
一
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
ゑ
み
子

鰯
雲
大
漁
の
予
感
空
覆
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

一
日
の
介
護
は
終
の
温
め
酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

柚
子
の
黄
の
日
に
染
む
日
な
り
空
真
青　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

引
越
の
荷
に
虫
篭
の
バ
ッ
タ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

木
枯
の
悪
戯
好
や
ご
み
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

朝
霧
の
八
幡
平
の
木
々
の
赤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

病
む
床
に
句
心
育
て
夕
月
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

あ
ち
こ
ち
に
箸
の
穴
跡
ふ
か
し
芋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

里
山
の
百
舌
鳥
の
ひ
と
声
鋭
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
き
み
枝

秋
深
し
山
路
暮
れ
ゆ
く
急
ぎ
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
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め
く
る
暦
も
い
つ
し
か
秋
に
今
朝
は
「
新
米
」
艶
を
食
う　
　
　
　

山
﨑
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節
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華
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秀
子

里
山
の
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の
ひ
と
声
鋭
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
き
み
枝

秋
深
し
山
路
暮
れ
ゆ
く
急
ぎ
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

十
一
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

十
一
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

折
句
「
げ
き
は
○｣　

病
句
禁

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

折
句
「
げ
き
は
○｣　

病
句
禁

け
む

ま
っ
さ
お

わ

れ

も

こ

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１１
月
７
日
、
め
で
た
く
結
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５０
周
年
で
あ
る
金
婚
を
迎
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
ご
夫
婦
の
お
宅
へ
、
村
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
と
も
に
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
褒
状
と
記
念
品
を
贈
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
問
し
た
６
組
の
ご
夫
婦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ち
、
水
留
捷
典
（
か
つ
の
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
・
睦
子
さ
ん
ご
夫
婦
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
婚
を
迎
え
て
、「
美
浦
村
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
て
か
ら
早
２５
年
。
空
気
も
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
も
人
も
み
ん
な
良
い
環
境
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気
も
な
く
こ
こ
ま
で
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。
」
と
捷
典
さ
ん
は
言
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

睦
子
さ
ん
は
「
お
互
い
良
い
意

味
で
干
渉
し
な
い
の
が
良
い
ん
で
す
よ
。
喧
嘩
も
し
た

こ
と
が
な
い
。
い
や
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
引
き
ず
ら
な

い
ん
で
す
。
そ
れ
と
、
孫
の
成
長
も
楽
し
み
な
ん
で
す

よ
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
病
気
を
せ

ず
、
仲
睦
ま
じ
い
ご
夫
婦
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
で
、
村
長
ら
を
笑
顔
で
迎
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
。
談
笑
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
支
え

合
っ
た
５０
年
を
顧
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の

た
び
は
金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻

《
順
不
同
／

敬
称
略
》

・

須
﨑　

敏
之　
／　

則
子　
　
　

・

沼
﨑　

利
治　
／　

あ
さ

・

水
留　

捷
典　
／　

睦
子　
　
　

・

野
口　

孝　
／　

ミ
ネ
子

・

出
戸　

武
藏　
／　

紀
子　
　
　

・

藤
田　

和
伸　
／　

圭
子

　１０月１５日から１９日の５日間にわたり『第１７回世界湖沼会議（いばらき霞ヶ浦

２０１８）がつくば国際会議場（つくば市）を中心として開催されました。この会

議は、研究者・行政担当官・市民団体・市民等が一堂に集まり、世界の湖沼お

よび湖沼流域で起こっている多種多様な環境問題やそれらの解決に向けた取り

組みについての議論や意見交換することを目的として開催されています。

　会議に先立ち、１０月１３日の関連イベント「サテライトつちうらメイン大会」で

は、陸平をヨイショする会が陸平貝塚での活動を中心に美浦村の霞ケ浦に関わ

る取組等をパネル展示で紹介しました。また、翌日の１４日には湖沼会議に海外

から参加された方々がスタディツアーとして陸平貝塚を見学に訪れました。

は

ち

ま

ん

た

い

め

お

と

め

お

と

つ

た

も

み

じ

け
む

き

た

め

お

と

い

た

ず

ら

ず

き

水留捷典さん・睦子さんご夫婦水留捷典さん・睦子さんご夫婦

金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
褒
状
贈
呈

金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
褒
状
贈
呈

『世界湖沼会議サテライトつちうら』で陸平を紹介『世界湖沼会議サテライトつちうら』で陸平を紹介
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　１０月１４日、京都競馬場（２０００ｍ・芝コース）で行われた第２３回秋華賞に
おいて、美浦トレーニング・センター国枝栄厩舎所属のアーモンドアイ号
が優勝し、牝馬三冠を達成しました。
　序盤から中盤にかけては中団に位置しレースを進める。最終コーナーに
かけて前に出れずにいたが、外から馬群を抜け出すと一気にスパート体制
に入り、あっという間に直線を駆け抜け先頭でゴール、見事優勝しました。
　厩務を担当する根岸真彦調教助手は、「レース前のパドックではおとなし
かったのですが、いざ騎手が乗ってからはいつもより入れ込んでいた感じ
でした。ゲートに入るまで落ち着かない様子が続き心配でしたが、走り出
したら落ち着いていました。最後の直線でスピードが乗ってからは安心し
て見ていることができました。今回は三冠がかかっていたり、人気を背負
っていたので勝った瞬間ホッとしました。」と語ってくれました。ずば抜け
たパワーとスピードを併せ持つアーモンドアイ号。最後に「今後の古馬や
男馬との戦いも楽しみにしていてください。」と力強く語ってくれました。

　１０月２８日、東京競馬場（２０００ｍ・芝コース）で行われた第１５８回天皇賞
（秋）において、美浦トレーニング・センター藤沢和雄厩舎所属のレイデオ
ロ号が並み居る強豪を打ち負かして優勝を果たしました。
　少頭数ながら実績を残している質の高いメンバーが出揃った今レース。
スタートからレース中盤までは、長い隊列を作ったままレースを進める。
終盤に向かいじわりじわり差を詰めつつ、最終コーナーを回ったところで
ラストスパート。レイデオロ号は残り１００ｍ地点で先頭に躍り出ると粘る
ライバルを一気に抜き去り、差を広げて先頭でゴール。見事優勝しました。
　厩務を担当する本間壮右調教助手は、「今回は仕上がりも良く、レース前
も早く走りたそうな雰囲気で、いつもより気合が入っていた感じでした。
ラジオでレースの状況を聞いていましたが、レイデオロ号の名前が連呼さ
れていたので今回も大丈夫だろうと思いました。今後も応援していただけ
れば嬉しいです。」と語ってくれました。現在放牧中ですが十分に休養をと
った後、有馬記念を目指すとの事で今後の活躍が楽しみです。

　１０月２１日、京都競馬場（３０００ｍ・芝コース）で行われた第７９回菊花賞に
おいて、美浦トレーニング・センター手塚貴久厩舎所属のフィエールマン
号がライバル混戦のレースを制し優勝しました。
　スタート後はライバルたちを見守るかのように中団につけレースを進め
る。先行するライバルたちを見ながらパワーをためていたフィエールマン
号がラストスパートにすべてを懸けると、最後はハナ差で競り勝ち先頭で
ゴール。見事優勝しました。
　厩務を担当する名畑俊調教助手は、「普段は子どもっぽい性格、でも走り
出すとしっかりと走ってくれる仔です。レース前、パドックではおとなし
かったが、ゲートに入る直前急にうるさくなり、ちょっと心配でした。レ
ースはモニターで見ていました。最初は負けたかと思ったが、スロー映像
を見て勝ったのを確信しました。はじめは実感が湧かなかったのですが、
少したってから勝ったという実感が湧いてきて嬉しくなりました。」と語っ
てくれました。休養後、また活躍してくれるのが楽しみです。

第２３回第２３回 秋 華 賞秋 華 賞

おめでとう　美浦所属馬　GⅠ　制覇おめでとう　美浦所属馬　GⅠ　制覇

第１５８回第１５８回 天皇賞（秋）天皇賞（秋）

第７９回第７９回 菊 花 賞菊 花 賞

国枝 栄 調教師国枝 栄 調教師 根岸真彦 調教助手根岸真彦 調教助手

藤沢和雄 調教師藤沢和雄 調教師 本間壮右 調教助手本間壮右 調教助手

手塚貴久 調教師手塚貴久 調教師 名畑 俊 調教助手名畑 俊 調教助手

先頭奥がフィエールマン号先頭奥がフィエールマン号
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